
 

 

 

 

   

 令和８年３月７日（土）、

第７９回荒尾市立荒尾第

三中学校卒業証書授与式

が、多数の来賓のご臨席を賜り、盛大に挙行されました。証書を受け取る３年生の凛とした

姿、心温まる祝辞。そして、西田生徒会長による３年生を送る言葉として心のこもった賛辞

を表現した送辞。素晴らしい内容かつ堂々とした送辞を述べる姿に感心しました。そして、

杉本前生徒会長の３年間の思いが詰まった感動の答辞。後半、BGM が流れ出し、感動に包

まれた答辞となりました。どの姿もどの学校にも引けを取らない素晴らしい姿で、あっとい

う間に時間が過ぎていきました。そして何より、３年生全員での式歌「群青」。圧巻でした。

涙を流している生徒が多数いる中で、最後の盛り上がりの場面は涙なしでは聞けないくらい

感動的な時間となりました。保護者代表の謝辞も心がこもっており、本当に素晴らしい式と

なりました。その後の学活、そして昇降口からグラウンドへの花道を通って、３年生が保護

者とともに移動しましたが、その光景も感動に包まれたものとなりました。 

  

    

   

私も式辞の中で、３年生が頑張ってきた姿を紹介しました。短い時間の中での紹介ですの

で、一部しか紹介できませんでしたが、在校生一人一人の胸の中にはその姿がしっかりと刻

まれていると思います。そんな素晴らしい３年生の門出に際し３つの言葉を送って式辞を終

えました。その３つの言葉が、３年生一人一人が「明るい未来」を切り拓いていく力の手助

けに少しでもなったらいいなと思います。３年生の今後の活躍を願うとともに、在校生には

この姿をしっかりと引き継いでくれることを期待します。卒業生の皆さん、そして保護者の

皆様、ご卒業おめでとうございます！（裏面に式辞の内容を簡潔にまとめています。） 
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新しいスタートを切りました。２年生は「学校の顔」として引っ張っていく３年生に、１

年生は中堅学年として、そして先輩としての活躍が期待される２年生になります。スタート

にあたって、当たり前にできなければならないことが、「少しずつできるようになればいいか

な」「４月になってやり始めよう」では、多分できないと思います。学校を創っていくのはあ

なたたちです。最初が肝心です。新生、荒尾第三中学校の一週間を見た感想です。 

・朝、正門での引き締まった登校指導と挨拶運動の姿。（一緒に走ってくれました。） 

・体育大会フィナーレでの熱く燃え上がった姿。（グラウンドの真ん中での校歌斉唱や三

中コール、本当に素晴らしかったです。） 

・様々な集会での凛とした姿。（静かに入場し、静かに話を聴き、静かに退場する。号令

がかかった時には全員で大きな声で返事をする。できなければやり直しの声。その声

も一本筋の通った凛としたものでした。） 

・レベルの高い合唱を披露した姿（どのクラスが最優秀賞を手にするのか、本当にわか

らないくらい完成度の高いものとなりました。） 

・学校運営協議会での責任感のある熟議の姿。（最終的に、髪型に関する校則の見直しに

つなげることができました。） 

・声高らかに響かせた三中コールの姿。（あらゆる場面で三中コールを行いました。生徒

会執行部の恥ずかしがらないリードも素晴らしかったです。） 

・前日の体育館で、３年部の先生方に披露した合唱の姿。（３年部の先生方用に椅子を準

備し、正面に座っていただき、「群青」を心を込めて歌っていました。） 

・「進路公開」の授業で、声を震わせながら本音を語る仲間に、しっかりと寄り添って心

温まる返しの言葉を行う姿。（たくさんの生徒の返しの言葉。そして何より、どの授業

よりも真剣なまなざしの姿。感動しました。） 

・３年生に送った３つの言葉。「出逢い」「踏み出す」「支え」。 

3/9(月)～在校生のみでスタート！新生、荒尾第三中学校 

・朝の登校の様子。３月１０日（火）は正直に言って‥‥･でした。8:15 には着席して健康観察に入

るのですが、その頃に登校してくる生徒が何人かいました（事情がある生徒はいいのですが）。安

全タスキをバックに入れていたり、手に持っていたり。肩からかけなければ意味はないのですが。 

・無音清掃は素晴らしい。今までも素晴らしかったのですが、単純に３年生が卒業して人数が少なく

なったのもあるのかもしれません。私が清掃している周りは黙々と清掃を行い、無言・無音でした。

人が少ない分、一人一人の役割が大きくなって、黙々とやらないと終わらないのかもしれませんが。 

・挨拶の声は朝から響いています。気持ちがいいなと思います。ただ、こちらから挨拶をした時に、

ポケットに手を入れたまま声を出さず、ちょっとだけ頭を下げて挨拶を返すのを見かけることがあ

ります。ポケットに手を入れたまま歩くのは危険ですし、挨拶も少しずつでいいので、声を出して

返せるようになってほしいと思います。挨拶はコミュニケーションの第一歩です。 


